様式3
平成　　年　　月　　日
京都大学東南アジア地域研究研究所
共同利用・共同研究拠点「地域情報資源の共有化と相関型地域研究の推進拠点」

共同研究実績報告書（継続）（２年計画の１年目）
１．研究課題
（和文）
    （英文）
２．研究代表者
　　（氏名）
３．研究期間
　　　平成　29年　4月　から　平成　31年　3月　まで
４．研究目的（400字程度）
５．本年度の研究実施状況（400字程度）
６．研究成果の概要（600字程度）
７．本研究課題に関連した公表実績（出版、公開シンポジウム、学会分科会、電子媒体など）
８．研究成果公表計画および今後の展開等
９．本年度の共同利用・共同研究を活用して発表された論文数（「論文」には学術書［単著、共著、共編著］を含む。ただし、共同研究員がファーストオーサーであるものを対象）
	区分
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	

	論文数
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記うち、CIRASセンター外の共同研究員（※1）が　ファーストオーサーであるもの
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	国際学術誌に掲載された論文数
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記うち、 CIRASセンター外の共同研究員（※1）が　ファーストオーサーであるもの
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	区分
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	合計
	

	論文数
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記うち、 CIRASセンターの共同研究員（※1）が　ファーストオーサーであるもの
	
	
	
	
	
	
	
	

	国際学術誌に掲載された論文数
	
	
	
	
	
	
	

	上記うち、 CIRASセンターの共同研究員（※1）が　ファーストオーサーであるもの
	
	
	
	
	
	
	


◎区分について→1:化学、2:材料科学、3:物理学、4:計算機&数学、5:工学、6:環境&地球科学、7:臨床医学、8:基礎生命科学、9:総合人文社会、10:人文学、11:社会科学、12:情報学、
13:複合領域、14:その他　

※１ CIRASセンター外の共同研究員というのは、CIRASセンターの所属教員と所属研究員（白眉・学振も含む）以外の共同研究員を指す。
○高いインパクトファクターを持つ雑誌等に掲載された場合、その雑誌名、掲載論文数、そのうち主なもの
	掲載雑誌名
	掲載論文数
	主なもの

	
	
	論文名等
	発表者名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（注）インパクトファクターを用いることが適当ではない分野等の場合は、以下に適切な指標とその理由を記載の上で、掲載雑誌名、学術書等を記載。
	掲載雑誌名
	掲載論文数
	主なもの
	インパクトファクター以外の指標とその理由

	
	
	論文名
	発表者名
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	学術書名
	出版社名
出版年月
	
	
	インパクトファクター以外の指標とその理由

	
	
	タイトル（論文）名
	著者名
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（この報告書の１～８については本研究所HPなどで公表されます。）

